
 

議題（１） 

 

 

    東京湾横断道路木更津人工島｢海ほたる｣周辺海域における 

    水産動植物の採捕及び遊漁船業の禁止に係る一都二県連合 

    海区漁業調整委員会指示第１７号の発出について 

 

 

このことについて、令和６年１２月１８日付け水産第１８８６号・千水審

第７号で千葉県水産振興審議会会長から別添のとおり付議されましたので、

審議されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年１月２４日  

千葉県水産振興審議会海面利用調整部会  

部 会 長 大和 義久  

 

 



水産第１８８６号  

千 水 審 第 ７ 号  

令和６年１２月１８日  

 

 千葉県水産振興審議会 

  海面利用調整部会長 大 和 義 久  様 

 

千葉県水産振興審議会       

会長 坂 本 雅 信      

 （公印省略）      

 

東京湾横断道路木更津人工島｢海ほたる｣周辺海域における 

水産動植物の採捕及び遊漁船業の禁止に係る一都二県連合 

海区漁業調整委員会指示第１７号の発出について（付議） 

 

令和６年１２月１８日付け水産第１８５６号で千葉県知事から諮問があったこのこと

については、千葉県水産振興審議会部会設置及び議事運営に関する要領第４条の規定に 

より、貴部会に付議しますので、審議願います。 
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水産第１８５６号  

 

 

 千葉県水産振興審議会      

  会長 坂 本 雅 信  様  

 

東京湾横断道路木更津人工島｢海ほたる｣周辺海域における 

水産動植物の採捕及び遊漁船業の禁止に係る一都二県連合 

海区漁業調整委員会指示第１７号の発出について（諮問） 

 

 このことについて、千葉海区漁業調整委員会から別添写しのとおり貴審議会の海面利用

調整部会に対する意見聴取の依頼がありましたので諮問します。 

 令和６年１２月１８日  

 

千葉県知事 熊 谷 俊 人      

   （公印省略）      
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千 漁 調 委 第 ９ ７ 号 

令和６年１２月１７日 

 

千葉県知事 熊谷 俊人 様 

 

千葉海区漁業調整委員会 

会 長  石 井 春人 

(公印省略) 

 

東京湾横断道路木更津人工島「海ほたる」周辺海域における   

水産動植物の採捕及び遊漁船業の禁止に係る一都二県連合海区 

漁業調整委員会指示第１７号の発出について（依頼） 

 

このことについて、一都二県連合海区漁業調整委員会会長から別添のとおり 

協議がありましたので、千葉県水産振興審議会海面利用調整部会の意見聴取を 

お願いします。 
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一都二県連合海区漁業調整委員会指示第１７号（案）

東京湾横断道路木更津人工島（以下「海ほたる」という。）周辺海域における水産動植物

の繁殖保護を図るため、漁業法（昭和２４年法律第２６７号）第１２０条第１項の規定によ

り、次のとおり指示する。

令和７年２月  日

一都二県連合海区漁業調整委員会

  会 長         

（水産動植物の採捕及び遊漁の案内の禁止）

１ 次のア、イ、ウ、エ及びアの各点を順次結んだ線によって囲まれた区域（以下「区域」

という。）において、水産動植物の採捕をし、又は遊漁の案内（船舶により乗客を区域

に案内して水産動植物を採捕させることをいう。）をしてはならない。ただし、試験

研究機関等が試験研究等の目的で行うものであって、一都二県連合海区漁業調整委員会

が適当と認めたものについては、この限りでない。

ア 北緯３５度２７分４３．２秒、東経１３９度５２分５５．９秒の点

イ 北緯３５度２７分３０．７秒、東経１３９度５２分４３．２秒の点

ウ 北緯３５度２７分５４．５秒、東経１３９度５２分０８．０秒の点

エ 北緯３５度２８分０７．２秒、東経１３９度５２分２０．９秒の点

（指示の有効期間）

２ この指示の有効期間は、令和７年３月１日から令和９年２月２８日までとする。



１
．

年
度

別
集

計
（
直

近
1
0
年

）
令

和
6
年

9
月

末
日

現
在

東
京

千
葉

神
奈

川
計

漁
船

遊
漁

船
P

B
・

ヨ
ッ

ト
計

東
京

都
千

葉
県

神
奈

川
県

そ
の

他
・
不

明
計

チ
ラ

シ
口

頭
指

導
文

書
口

頭
従

う
従

わ
ず

逃
げ

た

H
27

1
14

4
2

14
7

7
7

59
73

25
3
9

1
8

7
3

1
1

6
5

0
0

59
2

11

H
28

1
13

6
1

13
8

7
3

64
74

12
5
3

1
8

7
4

9
6
7

2
0

0
69

0
5

H
29

1
11

3
1

11
5

1
13

29
43

8
3
0

0
5

4
3

1
1

3
7

7
0

40
0

3

H
30

1
10

5
1

10
7

2
0

10
12

1
1
1

0
0

1
2

2
1
2

2
0

12
0

0

R
1

1
47

1
49

0
1

8
9

0
7

0
2

9
0

9
2

0
9

0
0

R
2

0
80

0
80

1
4

18
23

7
1
1

2
3

2
3

9
2
3

2
0

23
0

0

R
3

1
90

1
92

3
4

22
29

4
2
2

2
1

2
9

1
3

1
9

0
0

24
0

2

R
4

1
82

1
84

1
3

16
20

4
1
1

4
1

2
0

3
1
6

1
0

0
18

0
2

R
5

1
82

1
84

0
2

9
11

0
5

2
4

1
1

0
9

0
0

8
1

0

R
6

1
28

1
30

0
1

3
4

1
2

0
1

4
1

3
0

0
4

0
0

※
　

H
2
8
の

文
書

指
導

の
件

数
に

は
、

周
知

文
書

の
送

付
6
件

を
含

む
。

２
．

直
近

の
累

積
違

反
件

数
(R

3
.3

～
R

6
.9

)
※

 ①
前

期
間

(R
3
.3

.１
～

R
5
.2

.2
8
)、

②
現

期
間

（
R

5
.3

.1
～

R
7
.2

.2
8
）
の

通
算

累
積

違
反

回
数

計
58

3
0

4
1

5
～

0

違
反

回
数

隻
　

　
数

1
53

2
4

海
ほ

た
る

禁
漁

区
に

お
け

る
違

反
船

現
認

記
録

年
度

取
 締

 り
 回

 数
違

　
　

　
反

　
　

　
船

指
導

内
容

指
　

導
　

結
　

果
船

 の
 種

 類
船

　
籍

海
上

指
導

後
日

指
導











過去に実施された魚群探知機以外の生物調査結果について 

 

１ 刺し網による調査（H14年度） 

期間及び回数：H14年 6月～H15年 3月。計 6回実施。 

漁具の規模：1回当たり 4か所に刺し網を 3反ずつ設置。 

表 出現魚種及び尾数（6回調査の合計） 

魚種名 尾数 魚種名 尾数 魚種名 尾数 

シログチ 7,994 カワハギ 20 マダコ 2 

メバル 1,040 ボラ 19 シマイサキ 2 

アイナメ 410 マアジ 14 カゴカキダイ 2 

カサゴ 314 コショウダイ 12 クロダイ 1 

ウミタナゴ 270 クロソイ 11 クロアナゴ 1 

スズキ 193 アカエイ 3 コチ 1 

メジナ 64 マアナゴ 2 クラカケトラギス 1 

ドチザメ 62 ヒガンフグ 2 ブリ 1 

イシダイ 42 マコガレイ 2 ベラ 1 

ムラソイ 30 ギマ 2 アカカマス 1 

 

２ 水中カメラ及び潜水器による目視調査（H28、29年度） 

（１）水中カメラによる調査（H29年 3月 28日実施） 

透明度が低く、魚類は確認できなかったが、ナマコやアミ類が確認された。 

（２）潜水器による調査（H29年 4月 4日実施） 

水深 5m 付近ではワカメなどの海藻が、水深 10m 付近ではナマコが確認

された。 

  

図 潜水器による調査の写真 
 


